
 
平成２５年度全国学力・学習状況調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 
  

     

 

３ 教科区分ごとの平均正答率 

※Ｈ２４の数値は、平均正答率の９５％信頼区間を表示している。 

  年度   国語Ａ 国語Ｂ 算数・数学Ａ 算数・数学Ｂ 

小学校 

調 査 

Ｈ２５ 

羽生市 58.1 44.8 72.7 54 

県 62.6 49.7 76.2 57.7 

国 62.7 49.4 77.2 58.4 

Ｈ２４ 
県 80.6～81.9 54.5～56.3 71.3～72.9 57.8～69.6 

国 81.4～81.7 55.4～55.8 73.1～73.5 58.7～59.1 

中学校 

調 査 

Ｈ２５ 

羽生市 72.4 65.3 58.1 35.6 

県 76.5 68.8 62.8 40.6 

国 76.4 67.4 63.7 41.5 

Ｈ２４ 
県 74.1～75.3 62.5～63.8 59.3～61.1 47.1～49.1 

国 75.0～75.2 63.2～63.4 62.0～62.3 49.2～49.5 

       



 

 

 

 

４ 教科に関する調査結果の概要 

（１）小学校 
  

     国語Ａ（主として「知識」に関する問題） 

 ○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「話すこと・聞くこと」については全国・県平均を上回り、「読むこと」については、全国・県平均

とほぼ同様、「書くこと」については全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「文の定義を理解する」「接続語を使って内容を分けて書く」「目的に応じて資料を読み、わかった

ことを的確に書く」「スピーチの表現を工夫する」などに課題があります。 

 

国語Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む能力」と全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「話し手の意図を捉えながら聞き、適切に助言する」「目的や意図に応じ、必要な内容を適切に引用

する」「目的や意図に応じ、複数の内容を関係づけながら自分の考えを具体的に書く」などに課題が

あります。 

 

算数Ａ（主として「知識」に関する問題） 

○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「数と計算」「図形」「数量関係」については全国・県平均を下回り、「量と測定」については全国・

県平均とほぼ同様な結果になっています。 

○「小数の加法の計算」「単位量あたりの大きさを求める除法の式の意味を理解している」「１アール 

の面積と等しい正方形の一辺の長さを理解している」「合同な三角形をかくために必要な条件の理 

解」などに課題があります。 

 

 

 

 



算数Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

○「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」については全国・県平均を下回る結果となっています。 

 ○「示された平均を求める式から、その計算の結果が何を求めているのかについて理解している」「表

から数値を適切に取り出して、二つの数量の関係が比例の関係ではないことを記述できる」「割合が

同じで基準量が増えているときの比較量の大小を判断し、その判断の理由を記述できる」などに課

題があります。 

 

【今後の指導のポイント・国語】 

 ○「相手の立場や状況を考えて、適切かつ効果的に助言する言語活動」「意見を述べた文章や活動を報

告する文章などを目的に応じて編集する活動」「文の定義や文及び文章の構成について学年の段階に

応じた学習」の充実を図ります。 

【今後の指導のポイント・数学】 

 ○「筋道を立てて考えた過程について振り返る活動」「具体的な場面に対応しながら事柄や関係を式に

表したり、場面から式や計算の結果の意味を読み取ったり、言葉や図を用いて表現する活動」「根拠

を基に論理的に説明する活動」の充実を図ります。 

 

 

 

（２）中学校 

国語Ａ（主として「知識」に関する問題） 

 ○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「話すこと・聞くこと」「書くこと」については、全国・県平均を下回り、「読むこと」については

全国・県平均とほぼ同様な結果となっています。 

 ○「話し合いの方向を捉えて司会の役割を果たす」「書いた文章を読み返し、目的に応じた表現に直す」

「文の接続に注意し、伝えたい事柄を明確に書く」などに課題があります。 

 

国語Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

○羽生市の平均正答率は、全国・県平均をやや下回る結果でした。 

 ○「伝統的な言語文化と国語の特性に関する事項」「言語についての知識・理解・技能」については全

国・県平均をほぼ同様な結果でした。 

 ○「課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考える」「文章の構成や表現の特徴を捉える」などに

課題があります。 

 

 

 

 

 



算数Ａ（主として「知識」に関する問題） 

○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」については全国・県平均を下回る結果になっています。    

○「正の数と負の数の意味を、実生活に結びつけて理解している」「数量の関係や法則などを文字式で 

表す」「角の二等分線の作図の方法を、図形の対称性に着目して見直すことができる」「空間における 2

直線の位置関係を理解している」などに課題があります。 

 

 

算数Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

○羽生市の平均正答率は、全国・県平均を下回る結果でした。 

 ○「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」については全国・県平均を下回る結果になっています。 

 ○「事象と式の意味に即して解釈し、その結果を数学的な表現を用いて説明することができる。」 

「事柄が成り立つ理由を示された方針に基づいて説明することができる」「問題場面における考察 

の対象を明確に捉えることができる」などに課題があります。 

 

【今後の指導のポイント・国語】 

 ○「具体的な場面を設定し、話合いの方向を捉えて司会進行を進めるなどの学習」「根拠を明確にして、

自分の考えを具体的に書く学習」「目的に応じて文章の特徴を捉える学習」の充実を図ります。 

【今後の指導のポイント・数学】 

 ○「実生活の様々な場面における数量やその変化を正の数、負の数を用いて表す活動」「事象と式の対

応を的確に捉える活動」「事象を多面的に見る活動」「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数

学的に説明する活動」の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 質問紙調査結果の概要 

※質問事項は、小学校１２３項目、中学校１２４項目からの抜粋 

※「している」「どちらかといえばしている」を合わせた値  （％） 

  質  問  事  項 
小学６年生 中学３年生 

羽生市 埼玉県 全国 羽生市 埼玉県 全国 

1 朝食を毎日食べていますか 97.8  97.2 96.3 96.7  94.6  93.8  

2 家の手伝いをしていますか 82.2  82.1  80.5  60.5  63.9  64.5  

3 学校のきまりを守っていますか 95.5  93.2  90.6  92.4  93.2  92.5  

4 人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか 95.0  94.4  93.0  94.6  95.1  94.2  

5 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 61.7  62.3  58.9  45.0  45.8  44.5  

6 家で，学校の宿題をしていますか 97.9  97.3  96.4  81.9  83.6  86.8  

7 国語の勉強は好きですか 62.9  60.2  57.9  57.9  56.5  57.7  

8 
国語の授業で学習したことは，将来，社会に出た

ときに役に立つと思いますか 
93.0  90.0  87.2  82.6  83.9  81.4  

9 算数・数学の勉強は好きですか 69.3  66.1  66.2  57.0  55.8  55.5  

10 
算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会

に出たときに役に立つと思いますか 
91.9  91.0  88.8  74.5  71.0  69.6  

 

 

【調査結果から分かる特徴】 

○ 家庭生活についての質問については、小学生では、全国・県平均と同様な結果になっている項目が多

くなっています。中学生では、「家でお手伝いをしている」「家で、学校の宿題をしている」は、全国・

県平均を下回っています。 

○ 学習面についての質問には、小学生では、国語・算数への興味関心は全国・県平均を上回っていま

す。中学生では国語への興味関心は全国・県平均とほぼ同様ですが、数学への興味関心では全国・

県平均を上回っています。 

【家庭生活の改善点】 

○ 家庭で手伝いをしたり、進んで地域の人にあいさつをするなどの機会を増やして、家庭や地域の人

とのつながりを深めていくことが大切です。 

○ 家庭学習について家族で話し合い、進んで学習する習慣を身につけさせることが大切です。 

 


